
 

 

株式会社バイウィル（https://www.bywill.co.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

バイウィル、シリーズ Bラウンド 1stクローズで 

16.2億円の資金調達を実施 

 

GXを「やるべきこと」から「やりたくなること」に変え、環境価値を“事業”に変える共創者へ 

 

 

 

 

 

株式会社バイウィル（本社：東京都中央区、代表取締役社長：下村 雄一郎、以下「バイウィル」）

は、シリーズ Bラウンドの 1stクローズとして、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が

運営する未来創生 3号ファンドをリード投資家とし、株式会社脱炭素化支援機構（JICN）、ＳＣ

ＳＫ株式会社、中部電力株式会社、信金キャピタル株式会社、株式会社鹿児島銀行、株式会社ぶ

ぎんキャピタルの計 7社を引受先とした第三者割当増資を通じて、総額 16.2億円の資金調

達を実施いたしました。 

これにより、シリーズ Aおよびシリーズ Bを通じた累計資金調達額は 2０億円に達します。 
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■事業の進捗と達成 

バイウィルは、日本全国 47都道府県におけるカーボンニュートラルの実現を目指し、カーボン

クレジットを軸に、脱炭素に対する貢献を収益機会に変えるソリューションを提供しています。 

 

具体的には、企業や地域が取り組む脱炭素貢献活動から生まれる環境価値を、カーボンクレジ

ット（J-クレジットや JCMなど）や証書として「カタチ化」し、収益化を実現しています。加えて、

取り組みのブランディングを通じて脱炭素活動を広く伝えることで、企業や地域の価値を高め

ることにも貢献しています。すなわち、企業が取組む事業活動が内包する環境価値を見出し、

流通させる仕組み構築まで一貫して当社が提供することで、脱炭素貢献活動を事業成長の武

器へ転換できることが当社事業の特長です。 

脱炭素活動を事業成長へ繋げることによって、「やるべきこと」から「やりたくなること」へと変

えていく。そして、真のGX実現を目指しています。 

 

シリーズ Aの資金調達以降、バイウィルは専門性の高いメンバーの増強、主軸事業である J-ク

レジット創出の方法論拡充、カーボンクレジットを取り巻く環境への迅速な対応などを進める

ことにより、事業は大幅に拡大しました。 

具体的には、連携パートナー企業数は 31件から 127件に増加。全国に拡大したパートナー

企業からの顧客紹介数は 289件から 2,108件となりました。パートナー企業の全国カバー

率も 48%から 91%へと向上しています。 

また、環境価値の創出支援契約数、J-クレジットのプロジェクト登録件数、J-クレジットの創出

ポテンシャルも大幅に拡大しています。 

※数字はいずれも 2025年 6月 12日現在 

 

 

 

 

■今回の資金調達の背景と使途 
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前回のシリーズ A資金調達以降、バイウィルは全国各地の皆様と連携し、J-クレジットの創出

支援を加速させてきました。連携パートナー数・紹介件数・契約件数も着実に伸びており、環境

価値を軸とした共創の輪を広げています。一方、環境価値領域のポテンシャルはまだまだ大き

く、昨年の COP29では国連が支援する炭素市場のカーボンクレジット基準が承認されたほ

か、2026年度にはGX-ETSの第 2フェーズが稼働するなど、カーボンクレジットを取り巻

く環境も活況を帯びています。 

そうした背景を受けて、今回のシリーズ Bの資金調達は以下のテーマに活用してきたいと考

えています。 

（１） 環境価値創出支援サービスの生産性向上 

（２） 環境価値創出領域（エリア・方法論）の拡張 

（３） 事業成長に対応するための最良人材の採用 

 

 

 

 

■投資家からのコメント 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

次世代成長投資本部 ヴァイスプレジデント 伊藤光大様 

脱炭素社会の“ラストワンマイル”に挑む、カーボンクレジット創出の旗

手・バイウィル様に出資させていただきました。同社は、J-クレジット制

度を活用して地方の森林や中小企業が持つ「環境価値」を掘り起こし、

都市部や大企業のカーボンオフセット需要と接続することで「経済価値」

の循環を生み出す独自のモデルを展開しています。 

GX実現に向けて社会基盤の構築を目指す姿勢に共感し、私たちもそ

の挑戦を力強くサポートしてまいります。 
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株式会社脱炭素化支援機構（JICN） 

事業推進第一部 部長（スタートアップ統括） 福井義高様 

全国 100以上の地方公共団体や地域金融機関と提携し、あらゆる方法

論に基づくカーボンクレジットの創出を成功報酬にて手掛ける株式会社

バイウィルへ出資参画できたことを大変喜ばしく思います。今後、株式

会社バイウィルの事業が拡大し、環境価値と経済価値の循環および地域

の活性化につながっていくことを期待しております。脱炭素化支援機構

は、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、脱炭素に資する多

様な事業への呼び水となる資金供給を積極的に行ってまいります。 

 

ＳＣＳＫ株式会社 

理事 ビジネスデザイングループ GXセンター長 澤田享裕様 

このたび、バイウィル様の挑戦に出資という形でご一緒できることを、

大変嬉しく思います。当社グループは、経営理念「夢ある未来を、共に創

る」の下、GXを含むサステナビリティ経営を成長戦略の中核に据え、デ

ジタル技術を活用したカーボンニュートラル社会の実現に取り組んでま

いりました。バイウィル様が取り組む地域循環型での環境価値創出・流

通と、当社の技術・知見との融合により、地域に根ざしたGXを推進し、

環境・経済両面での価値創出を共に目指せることを大いに期待しており

ます。 

 

中部電力株式会社 

専務執行役員 経営戦略本部 地域インフラ事業推進部長 安井稔様 

このたび、バイウィル社への出資機会をいただき、誠に嬉しく思います。 

バイウィル社は森林領域を中心に「環境価値と経済価値の好循環」を創

出し、日本のカーボンニュートラル達成を牽引しておられます。 

当社は、「環境価値を“事業”に変える」に挑戦し続けるバイウィル社とと

もに、木材生産や CO2 の吸収・固定に加え、水源涵養機能や生物多様

性の保全など、森林の多面的機能を最大化する新たな価値創出に取り

組み、持続可能な森林経営と脱炭素化の実現を推進してまいります。 

 

信金キャピタル株式会社 

取締役 茅野雅文様 

バイウィル様の、環境価値を可視化・経済価値化する事業モデルは脱炭

素社会の実現に大いに貢献するものであり、地域や信用金庫取引先と

の親和性も高いことから投資決定しました。脱炭素社会の実現に向けて

は様々な経済主体の関与が不可欠ですが、信用金庫業界の VCとして

の弊社の強みを生かし、バイウィル様の事業成長を積極的に支援してま

いります。 
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株式会社鹿児島銀行 

地域支援部長 永仮克範様 

当行はバイウィル様と 2023年に連携協定を締結し、南九州地域の脱

炭素支援に取り組んでいます。 

地域の脱炭素化と経済活性化を実現するために、環境価値と経済価値

の循環を実現していくというバイウィル様の考え、行動力に期待し、今

回の出資となりました。 

バイウィル様と協力し、南九州の地域特性を活かしたカーボンクレジット

の創出、活用を通じ、地域脱炭素に主体的に取り組んでまいります。 

 

株式会社ぶぎんキャピタル 

武蔵野銀行 法人コンサルティング部 法人営業グループ副グループ長 高橋一能様（右）、株

式会社ぶぎんキャピタル 営業部部長 伊藤光浩様（左） 

武蔵野銀行とバイウィル社は 2024年 7月から協働を

開始し、企業の脱炭素への取組み支援に注力して参りま

した。バイウィル社のカーボンクレジットを軸とした「環境

価値創出支援」「環境価値売買」「脱炭素コンサルティン

グ」「ブランドコンサルティング」という各サービスに魅力

を感じ、出資を決定致しました。 

これからも武蔵野銀行グループ全体で、地域の皆様のカ

ーボンニュートラル実現に向けた取り組み支援を一層強

化してまいります。 

 

 

■代表取締役社長 下村 雄一郎 コメント 

当社はこのたび、7社の新規投資家様から資金調達を実施いたし

ました。 ご出資いただいた投資家の皆様、そして常に私たちを信

じ、応援し続けてくださっている皆様に、心より御礼申し上げま

す。  

いまGXの世界は、義務のような“やるべきこと”から、“やりたく

なること”へと価値観を変えていくべきタイミングにあると我々は

考えております。GX実現に多くの方々を巻き込むためにも重要

な転機にあると言えるでしょう。 

私たちバイウィルは、GXを“やりたくなる”を形にする共創者として、「環境価値を“事業”に変

える」挑戦を続けています。 

当社の目指す世界観に共感にいただいた金融機関・事業会社・自治体の皆様との連携は、すで

に 120件を超え、強固な共創の広がりを実感するとともに、身が引き締まる思いです。 

今回ご支援いただいた資金は、「環境価値」と「経済価値」の好循環を生み出すべく、さらなる

事業拡大と戦略的な事業投資に活用する予定です。  
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当社は、これからもゆるぎなく、意思の力で未来を創ってまいります。 

 

 

【会社概要】 

■社名：株式会社バイウィル 

■本社：東京都中央区日本橋 2－3－21 群馬ビル 6階 

■公式サイト：https://www.bywill.co.jp/ 

■代表者：代表取締役社長 下村 雄一郎 

■事業内容： 

・環境価値創出支援事業（カーボンクレジット創出） 

・環境価値売買事業（カーボンクレジット等調達・仲介） 

・脱炭素コンサルティング事業 

・ブランドコンサルティング事業 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社バイウィル 広報担当  

e-mail：info@bywill.co.jp 

TEL：03‐6262-3584（代表） 
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